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11)  三澤 恵．知っておきたい薬疹のはなし．平成 25 年度第 19 回研修医イブニングセミナー；2014 Jan 24 ; 富山 
12)  清水忠道．アレルギー性皮膚疾患と漢方薬－ガイドラインから使用を考える－．第 4 回富山県漢方調剤フォーラム
（特別講演）；2014 Jan 26；富山． 
13)  清水忠道．皮膚疾患に奏功する漢方治療の決め手．第 77 回日本皮膚科学会東京支部学術大会（ランチョンセミナ
ー）；2014 Feb 15-16；東京． 
14)  上田智恵子，牧野輝彦，三澤 恵，清水忠道．発汗が発症に関与することが示された遠心性丘疹性紅斑の 2 例．第
77 回日本皮膚科学会東京支部学術大会；2014 Feb 15-16；東京． 
15)  山腰高子，乗杉 理，三澤 恵，清水忠道．皮膚アミロイドーシスに対するフラクショナルレーザーの治療効果．
第 77 回日本皮膚科学会東京支部学術大会；2014 Feb 15-16；東京． 
16)  牧野輝彦．アトピー性皮膚炎－最近の話題－．第 20 回アレルギー週間講演；2014 Feb 16；富山． 
17)  関 友里，三澤 恵，牧野輝彦，清水忠道．コクサッキーウイルス A6 による手足口病の病理組織学的検討．第 441
回日本皮膚科学会北陸地方会；2014 Feb 23；金沢． 
18)  山腰高子，村山翔太郎，竹上與志昌，松井恒太郎，牧野輝彦，清水忠道．ロスバスタチン（クレストールⓇ）による
紫斑型薬疹の一例．第 441 回日本皮膚科学会北陸地方会；2014 Feb 23；金沢． 
19)  牧野輝彦．リウマチ患者にみられる皮膚症状．日本リウマチ友の会；2014 Mar 2；高岡． 
20)  上田智恵子．日光角化症の有病率調査とベセルナクリームの使用経験．富山県日光角化症フォーラム；2014 Mar 6； 
富山． 
21)  吉久陽子，清水忠道．炎症性サイトカインが関与する光老化－MIF を中心に－（ワークショップ）．第 3 回光皮膚科
研究会；2014 Mar 8；神戸． 
22)  清水忠道．創傷治癒の基礎と臨床応用に向けて．第 5 回福島セミナー（特別講演）；2014 Mar 20；福島． 
23)  三澤 恵．薬疹のはなし．富山県薬剤師会生涯教育研修会（教育講演）；2014 Apr 10；富山． 
24)  森 直哉．当科を受診した「赤ら顔」症例の検討．富山県皮膚真菌症フォーラム（ミニレクチャー）；2014 Apr 17；
富山． 
25)  牧野輝彦．天疱瘡の話．富山県難病治療センター天疱瘡講演会・相談会（教育講演）；2014 May 10；富山． 
26)  新村哲夫，田中朋子，金木 潤，山腰高子，松永憲治，清水忠道，立瀬剛志，鏡森定信．海洋深層水体験施設にお




27)  牧野輝彦．皮膚疾患の裏にひそむもの－皮膚と悪性腫瘍－．新川地区皮膚科セミナー（教育講演）；2014 May 21；
魚津． 
28)  牧野輝彦．手強いイボを治すには－冷凍凝固からレーザー治療まで－．第 113 回日本皮膚科学会総会（教育講演）；
2014 May 30-Jun 1；京都． 
29)  松井恒太郎，牧野輝彦，乗杉 理，清水忠道．劇症型溶連菌感染により上肢切断に至った 1 例．第 113 回日本皮膚
科学会総会；2014 May 30-Jun 1；京都． 
30)  清水教子，牧野輝彦，上田智恵子，竹上與志昌，松井恒太郎，三澤 恵，清水忠道．Pigmentary mosaicism 患者の脱
色素斑における発汗低下．第 113 回日本皮膚科学会総会；2014 May 30-Jun 1；京都． 
31)  関 友里，牧野輝彦，三澤 恵，清水忠道．コクサッキーウイルス A6 による手足口病の病理組織学的検討．第 113
回日本皮膚科学会総会；2014 May 30-Jun 1；京都． 
32)  乗杉 理，山腰高子，清水忠道．スキャナー搭載 CO2 レーザー ～皮膚良性腫瘍に対するフラクショナル照射の応
用～．第 113 回日本皮膚科学会総会（ランチョンセミナー）；2014 May 30-Jun 1；京都． 
33)  清水忠道，上田智恵子，山腰高子，森 直哉，吉久陽子，三澤 恵．末梢血単核球サイトカイン mRNA 発現を用い
て診断した漢方薬による薬疹．第 398 回日本皮膚科学会北海道地方会；2014 Jun 7-8；旭川． 
34)  牧野輝彦．皮膚の病気の予防と治療．平成 26 年度富山県いきいき長寿大学（教育講演）；2014 Jun 12；富山． 
35)  吉久陽子，長田夕佳，北市伸義，清水忠道．花粉誘導眼窩周囲皮膚炎に及ぼすマクロファージ遊走阻止因子（MIF）
の影響．第 79 回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会；2014 Jun 19-20；札幌． 
36)  長田夕佳，吉久陽子，松永憲治，清水忠道．花粉誘導性眼周囲皮膚炎に及ぼすマクロファージ遊走阻止因子（MIF）
の影響．第 35 回富山免疫アレルギー研究会；2014 Jun 19；富山． 
37)  竹上與志昌，牧野輝彦，関 友里，松井恒太郎，清水忠道．Mycobacterium abscessus による皮膚非結核性抗酸菌症
の 1 例．第 442 回日本皮膚科学会北陸地方会；2014 Jun 22；金沢． 
38)  森 直哉，牧野輝彦，清水忠道．X-linked Dyskeratois congenita の 1 例．第 442 回日本皮膚科学会北陸地方会；2014 Jun 
22；金沢． 
39)  松井恒太郎，若杉雅浩，有嶋拓郎，奥寺 敬．不安定型頸椎損傷と背部熱傷が合併した症例の治療戦略に示唆を与
える 1 症例．第 28 回日本外傷学会総会学術集会；2014 Jun 26；東京． 
40)  三澤 恵．乾癬患者のストレスを評価する．Dermatologic Clinical Conference in Toyama（特別講演）；2014 Jul 17；富
山． 
41)  鹿児山浩．サイトメガロウイルスの再活性化を生じた DIHS．Dermatologic Clinical Conference in Toyama；2014 Jul 17；
富山． 
42)  林 政雄．巨大痛風結節．Dermatologic Clinical Conference in Toyama；2014 Jul 17；富山． 
43)  三澤 恵，牧野輝彦，山腰高子，清水教子，中野 創，澤村大輔，清水忠道．骨髄性プロトポルフィリン症の 3 症
例．第 36 回日本光医学・光生物学会；2014 Jul 25-26；大阪． 
44)  松井恒太郎，牧野輝彦，森 直哉，上田智恵子，竹上與志昌，清水忠道，花川博義，八田尚人．Cowden 病に合併し
た乳房外 Paget 病の 1 例．第 30 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術集会；2014 Jul 4；東京． 
45)  牧野輝彦．皮膚の病気の予防と治療．平成 26 年度富山県いきいき長寿大学（教育講演）；2014 Jul 10；高岡． 
46)  清水忠道．皮膚疾患の漢方薬治療．釧路市医師会皮膚科講演会（特別講演）；2014 Aug 7；釧路． 
47)  上田智恵子，牧野輝彦，澁谷高子，清水忠道．新潟県糸魚川市における日光角化症の有病率調査（第 2 報）．第 10
回加齢皮膚医学研究会；2014 Sep 6-7；富山． 
48)  森 直哉，三澤 恵，原 寛，清水教子，清水忠道．慢性放射性皮膚炎を母地に発生した基底細胞癌の 1 例．第 10
回加齢皮膚医学研究会；2014 Sep 6-7；富山． 
49)  鹿児山浩，関 友里，竹上與志昌，松井恒太郎，牧野輝彦，清水忠道．結節性紅斑を契機に診断に至った Crohn 病
の 1 例．第 443 回日本皮膚科学会北陸地方会；2014 Sep 6；富山． 
50)  林 政雄，清水教子，関 友里，三澤 恵，牧野輝彦，清水忠道．塩酸ミノサイクリン長期内服による下腿色素沈
着の 1 例．第 443 回日本皮膚科学会北陸地方会；2014 Sep 6；富山． 
51)  渋谷高子，三澤 恵，牧野輝彦，清水忠道．皮膚アミロイドーシスに対するフラクショナルレーザーの治療効果．
第 443 回日本皮膚科学会北陸地方会；2014 Sep 6；富山． 
52)  三澤 恵，山口昌樹，牧野輝彦，上田智恵子，清水忠道．尋常性乾癬における唾液中コルチゾール値の検討（第二
報）．第 29 回日本乾癬学会；2014 Sep 19-20；高知． 
53)  鹿児山浩，牧野輝彦，関 友里，竹上與志昌，松井恒太郎，清水忠道．結節性紅斑を契機に診断に至った Crohn 病の
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1 例．第 78 回日本皮膚科学会東部支部学術大会；2014 Oct 4-5；青森． 
54)  渋谷高子，竹上與志昌，松井恒太郎，牧野輝彦，清水忠道．ロスバスタチン（クレストールⓇ）による紫斑型薬疹の
一例．第 78 回日本皮膚科学会東部支部学術大会；2014 Oct 4-5：青森． 
55)  清水忠道．皮膚疾患の漢方薬治療．鹿児島東洋医学セミナー2014（特別講演）；2014 Oct 15；鹿児島． 
56)  牧野輝彦，竹上與志昌，上田智恵子，松井恒太郎，傍島光男，庵 弘幸，清水忠道．リポ PGE1 製剤と和温療法の
併用が奏効した MCTD による足趾潰瘍．第 24 回北陸 MMC 研究会；2014 Oct 18；金沢． 
57)  清水忠道．発汗が関与しない痒い疾患．第 6 回上越皮膚科セミナー（特別講演）；2014 Oct 18；上越． 
58)  牧野輝彦．試験に出る遺伝性疾患．第 65 回日本皮膚科学会中部支部学術大会（教育講演）；2014 Oct 25-26；大阪． 
59)  上田智恵子，牧野輝彦，樋口 収，足立雄一，清水忠道．塩化リゾチームによる小児急性汎発性発疹性膿疱症の 1
例．第 65 回日本皮膚科学会中部支部学術大会；2014 Oct 25-26；大阪． 
60)  竹上與志昌，牧野輝彦，関 友里，松井恒太郎，清水忠道．Mycobacterium abscessus による皮膚非結核性抗酸菌症
の 1 例．第 65 回日本皮膚科学会中部支部学術大会；2014 Oct 25-26；大阪． 
61)  森 直哉，牧野輝彦，清水忠道．X-linked Dyskeratois congenita の 1 例．第 65 回日本皮膚科学会中部支部学術大会；
2014 Oct 25-26；大阪． 
62)  関 友里，三澤 恵，牧野輝彦，清水忠道．ブロッコリーによるヨモギマスタード症候群の 1 例．富山皮膚疾患セ
ミナー；2014 Nov 6；富山． 
63)  清水忠道．皮膚疾患の漢方薬治療．Derma Kampo in Sendai（特別講演）；2014 Nov 8；仙台． 
64)  上尾大輔，橋本 隆，石井文人，大畑千佳，牧野輝彦，清水忠道，波多野豊，藤原作平．ジューリング疱疹状皮膚
炎の 1 例．第 66 回日本皮膚科学会西部支部学術大会；2014 Nov 8-9；高松． 
65)  渋谷高子．水虫について．いい皮膚の日講演会（教育講演）；2014 Nov 9：富山． 
66)  牧野輝彦．高齢者の皮膚病と治療．第 20 回むつみ医療グループ交流会；2014 Nov 15；富山． 
67)  清水忠道．発汗が関与しない痒い疾患．第 30 回北海道皮膚粘膜病セミナー（特別講演）；2014 Nov 19；札幌． 
68)  清水教子，牧野輝彦，三澤 恵，清水忠道．インフリキシマブ投与により多彩な皮疹を生じた 1 例．第 44 回日本皮
膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会学術大会；2014 Nov 21-23；仙台． 
69)  林 政雄，清水教子，三澤 恵，牧野輝彦，清水忠道．塩酸ミノサイクリン長期内服による下腿色素沈着の 1 例．
第 44 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会学術大会；2014 Nov 21-23；仙台． 
70)  牧野輝彦．光線過敏症の診断と治療．上越皮膚セミナー；2014 Nov 22；上越． 
71)  渋谷高子，三澤 恵，牧野輝彦，清水忠道．尋常性疣贅に対するロングパルスダイレーザーの効果．第 35 回レーザ
ー医学会総会；2014 Nov 29-30：東京． 
72)  原 寛，牧野輝彦，林 政雄，関 友里，三澤 恵，清水忠道．高齢男性に発症した傍尿道口嚢腫の 1 例．第 444
回日本皮膚科学会北陸地方会；2014 Dec 14；富山． 
73)  森 直哉，三澤 恵，林 政雄，関 友里，原 寛，松井恒太郎，牧野輝彦，清水忠道．X 線照射とドセタキセル
投与が有効だった Stewart-Treves 症候群の 1 例．第 444 回日本皮膚科学会北陸地方会；2014 Dec 14；富山． 
74)  関 友里，三澤 恵，牧野輝彦，清水忠道．ブロッコリーによるヨモギマスタード症候群の 1 例．第 438 回京滋地
方会；2014 Dec 19-20；京都． 
 
◆ その他 
1)  清水忠道．監修 皮膚科疾患 湿疹治療における漢方の使い分け．株式会社ツムラ．2014． 
2)  Rehman MU. Young Investigator Award; 17th Biennial Meeting of Society for Free Radical Research International (SFRRI 
2014). Young Investigator Award; 2014 Mar 23-26.  
3)  関 友里，牧野輝彦，三澤 恵，清水忠道．アブストラクト賞受賞「コクサッキーウイルス A6 による手足口病の病
理組織学的検討」．第 113 回日本皮膚科学会総会；2014 May 30-Jun 1；京都． 
4)  清水忠道．第 10 回加齢皮膚医学研究会・会頭；2014 Sep 6-7；富山． 
5)  吉久陽子．安江賞受賞（東海皮膚科漢方研究会）；2014 Sep 7；名古屋． 
6)  上田智恵子．しみについて．雑誌 Takt；2014：78． 
7)  安東嗣修，清水忠道，八賀正司，石田弘樹，秋口俊輔．完全非侵襲細血管 3D イメージング装置を用いた腫瘍血管
の形態学的な評価による癌診断装置の開発．医科学応用研究財団研究報告．2014 Feb；31：49-53． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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